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町村会のうごき

共済事業アレコレ

町村通信21〜涌谷町〜
人口減少対策に重点を置いた今後のまちづくり

「女川レンガみちを照らす初日の出」

　ＪＲ女川駅から一直線に伸びるレンガ
みちは、この直線上に初日の出が昇るよ
うに設計されています。海から昇る初日
の出がレンガみちを黄金色に染め、新年
の希望を感じさせます。



髙橋伸二　宮城県議会議長に要請

伊藤哲也　宮城県副知事に要請

総務省地域力
創造アドバイザー

武田昌大 氏

宮城県町村会のうごき

令
和
８
年
度
県
予
算
編
成
並
び
に
施
策
に
関
す
る
要
請
活
動
・
意
見
交
換
会

行
政
課
題
研
修
Ⅲ

　

11
月
10
日
、
宮
城
県
町
村
会
で
は
令
和

８
年
度
県
予
算
編
成
並
び
に
施
策
に
関
す

る
要
請
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ま
ず
宮
城
県
議
会
を
訪
問
し
、

髙
橋
伸
二
宮
城
県
議
会
議
長
に
対
し
齋
会

長
か
ら
要
望
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

37
項
目
に
わ
た
る
要
望
項
目
の
う
ち
、

特
に
次
の
３
点
に
つ
い
て
説
明
し
、
要
請

を
行
い
ま
し
た
。

　

情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
・
共
通
化
等

に
つ
い
て
、
閉
鎖
循
環
式
陸
上
養
殖
研
究

棟
の
さ
ら
な
る
有
効
活
用
に
つ
い
て
、
自

治
体
病
院
の
医
師
等
確
保
対
策
及
び
持
続

的
運
営
に
つ
い
て

　

宮
城
県
議
会
議
長
に
対
す
る
要
請
活
動

実
施
後
、
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
移
動

し
、
宮
城
県
副
知
事
、
各
部
長
、
教
育
長

並
び
に
公
営
企
業
管
理
者
に
出
席
い
た
だ

き
、
令
和
８
年
度
県
予
算
編
成
並
び
に
施

策
に
関
す
る
要
望
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
伊
藤
哲
也
宮
城
県
副
知
事
に
対

し
、
齋
会
長
か
ら
要
望
書
を
手
渡
し
ま
し

た
。

　

会
議
で
は
、
10
月
６
日
に
実
施
し
た
政

務
委
員
会
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
要
望
事

項
に
つ
い
て
、
総
務
建
設
・
産
業
経
済
・

厚
生
文
教
の
正
副
部
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ
の

部
会
の
要
望
内
容
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

項
目
は
次
の
と
お
り

・
総
務
建
設
部
会（
齋
部
会
長
発
言
）

　

復
旧
・
復
興
関
連
事
業
に
つ
い
て
、
町

村
財
政
基
盤
の
強
化
に
つ
い
て
、
地
方
税

滞
納
整
理
機
構
の
継
続
的
な
運
営
に
つ
い

て
、
移
住
・
定
住
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
、

情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
・
共
通
化
等
に

つ
い
て

・
産
業
経
済
部
会（
山
田
副
部
会
長
発
言
）

　

日
本
型
直
接
支
払
制
度
に
つ
い
て
、
農

地
中
間
管
理
事
業
に
つ
い
て
、
閉
鎖
循
環

式
陸
上
養
殖
研
究
棟
の
さ
ら
な
る
有
効
活

用
に
つ
い
て
、
登
山
道
の
整
備
の
推
進
に

つ
い
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
及
び
県
内
観
光

客
の
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
に
つ
い
て

・
厚
生
文
教
部
会（
寺
澤
部
会
長
発
言
）

　

不
法
投
棄
対
策
の
支
援
に
つ
い
て
、
産

業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
手
続
き
の
厳

格
化
に
つ
い
て
、
自
治
体
病
院
の
医
師
等

確
保
対
策
及
び
持
続
的
運
営
に
つ
い
て
、

教
育
環
境
整
備
の
充
実
に
つ
い
て
、
心
の

ケ
ア
ハ
ウ
ス
事
業
の
継
続
・
拡
充
に
つ
い

て
　

各
部
会
の
要
望
内
容
に
つ
い
て
、
県
担

当
部
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
回
答
を
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
関
係
す
る
政
策
情
報
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
意
見
交
換
で
は
、
町
村
長
か

ら
多
く
の
意
見
や
質
問
、
提
案
が
出
さ
れ
、

県
担
当
部
長
か
ら
、
町
村
が
抱
え
る
課
題

へ
の
支
援
に
つ
い
て
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。

　

11
月
14
日
、
宮
城
県
自
治
会
館
に
お
い

て
、
行
政
課
題
研
修
Ⅲ
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
に
武
田
昌
大
氏
を
迎
え
、「
地
域
の

「
な
い
ね
」を「
い
い
ね
」に
か
え
る
」と
題

し
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

武
田
氏
は
、
故
郷
で
あ
る
秋
田
県
北
秋

田
市
に
帰
省
し
た
際
に
商
店
街
が
閑
散
と

し
て
い
た
状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
地
域
活
性
化
の
取
り
組

み
を
は
じ
め
、
若
手
米
農
家
集
団
ト
ラ
男

の
立
ち
上
げ
や
古
民
家
再
生
な
ど
、
ユ
ニ

ー
ク
な
形
で
秋
田
の
価
値
や
魅
力
を
発
信

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
講
演
で
は
、
当
た
り
前
だ
と
思

っ
て
い
た
こ
と
も
、
視
点
を
変
え
て
み
る

こ
と
で
価
値
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
そ

の
方
法
を
解
説
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
こ

れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
事
業
な
ど
を
ご
紹

介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

研
修
に
は
22
名
が
参
加
し
、
受
講
者
か

ら
は「
実
践
事
例
や
視
点
を
変
え
て
の
価

値
発
掘
等
勉
強
に
な
っ
た
」「
自
分
の
地
域

の
地
域
資
源
の
見
方
が
変
わ
っ
た
。
活
用

な
ど
の
具
体
的
方
法
な
ど
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
」等
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。



副
町
村
長
研
修

全
国
町
村
長
大
会
・

要
請
活
動
・
意
見
交
換
会

町
村
会
日
誌

11
月

▼
10
日　

令
和
８
年
度
県
予
算
編
成
並

び
に
施
策
に
関
す
る
要
請
活

動
、
意
見
交
換
会（
宮
城
県

議
会
、
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
）

▼
14
日　
行
政
課
題
研
修
Ⅲ（
宮
城
県

	

自
治
会
館
）

▼
17
日　
東
部
地
区（
北
海
道
東
北
・
関

	

東
）町
村
会
会
長
会
議（
神

奈
川
県
寒
川
町
）、
全
国
過

疎
地
域
連
盟
第
60
回
総
会

（
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
）

▼
19
日　
全
国
町
村
長
大
会（
Ｎ
Ｈ
Ｋ

	

ホ
ー
ル
）、
宮
城
県
関
係
国

会
議
員
、
宮
城
県
知
事
、
宮

城
県
議
会
議
長
と
町
村
長

と
の
意
見
交
換
会（
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
）

▼
20
日　

水
産
業
振
興
・
漁
村
活
性
化

推
進
大
会
、
定
期
総
会（
全

国
町
村
会
館
）、
全
国
山
村

振
興
連
盟
通
常
総
会（
グ
ラ

ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
）、
全

国
観
光
地
所
在
町
村
協
議
会

総
会（
全
国
町
村
会
館
）

▼
26
日　

全
国
町
村
会
政
務
調
査
会
幹

事
会
、
都
道
府
県
町
村
会
事

務
局
長
会
議
、
災
害
共
済
事

務
連
絡
会
議
、
北
海
道
東
北

六
県
町
村
会
事
務
局
長
会
議

（
全
国
町
村
会
館
）

12
月

本
会
主
催
の
行
事
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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10
月
29
～
30
日
に
か
け
て
、
副
町
村
長

研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。
先
進
的
な
取
り

組
み
を
実
施
し
て
い
る
町
村
を
視
察
し
、

効
率
的
な
行
財
政
推
進
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
奈
良
県
三
宅
町
と
和
歌
山

県
有
田
川
町
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

初
日
に
訪
れ
た
三
宅
町
で
は
、
森
本
典

秀
総
務
部
長
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た

後
、
複
業
人
材
活
用
事
業
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
三
宅
町
で
は
、
官
民
連

携
、
地
方
創
生
の
推
進
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

向
上
の
た
め
、（
株
）Another w

orks

と

「
複
業
人
材
登
用
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
包

括
連
携
協
定
」を
締
結
し
、
専
門
の
知
見

を
備
え
た
人
物
を
複
業
人
材
と
し
て
登
用

す
る
こ
と
で
、
行
政
が
抱
え
る
課
題
の
解

決
を
図
っ
て
い
ま
す
。
説
明
後
、
三
宅
町

交
流
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ーM

iiM
o

を
視

察
し
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
有
田
川
町
を
訪
問
し
、
中
山

正
隆
有
田
川
町
長
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ

い
た
後
、「
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
流
ま
ち
づ
く

り
」に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
有
田

川
町
で
は
、「
全
米
で
一
番
住
み
た
い
町
」

と
言
わ
れ
た
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
の
協
力
の

も
と
、
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
住
民
・
民
間
・
行
政
が
連

携
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
受
益
者
と

な
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
ま
す
。
説
明

後
、
廃
保
育
所
活
用
施
設T

H
E LIV

IN
G 

RO
O

M

内
を
視
察
し
ま
し
た
。T

H
E 

LIV
IN

G RO
O

M

は
、
廃
校
と
な
っ
た
田

殿
保
育
所
の
活
用
法
に
つ
い
て
、
住
民
の

ア
イ
デ
ア
を
活
か
し
、
ま
ち
づ
く
り
拠
点

施
設
と
し
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、

住
民
の
需
要
に
応
じ
た
テ
ナ
ン
ト
を
入
居

さ
せ
て
い
ま
す
。

　

11
月
19
日
、
東
京
都
渋
谷
区
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
全
国
町
村
長
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
歌
斉
唱
の
あ
と
、
棚
野
孝
夫
全
国
町

村
会
長
が
挨
拶
し
、
高
市
総
理
大
臣
ほ
か

来
賓
の
皆
様
よ
り
祝
辞
を
頂
戴
し
ま
し

た
。

　

大
会
の
議
事
に
お
い
て
は
、「
食
料
お
よ

び
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の
向
上
対
策
と
農

山
漁
村
地
域
の
振
興
を
求
め
る
特
別
決

議
」を
採
択
し
た
ほ
か
、
政
府
予
算
・
施

策
に
関
す
る
要
望
35
項
目
を
採
択
し
ま
し

た
。

　

大
会
終
了
後
、
本
会
政
務
委
員
会
の
正

副
部
会
長
及
び
監
事
に
よ
り
、
衆
議
院
・

参
議
院
議
員
会
館
を
訪
問
し
、
宮
城
県
関

係
の
国
会
議
員
に
対
し
、
大
会
の
特
別
決

議
及
び
要
望
の
実
現
に
向
け
た
要
請
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
18
時
か
ら
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ

ー
タ
ニ
に
お
い
て
、
宮
城
県
関
係
国
会
議

員
・
宮
城
県
知
事
・
宮
城
県
議
会
議
長
と

町
村
長
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、
大
会
に
お
け
る
特

別
決
議
及
び
要
望
の
実
現
に
つ
い
て
改
め

て
要
請
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
地
方
行

政
に
対
す
る
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
南
三
陸
町
長
選
挙

（
10
月
21
日
告
示
）が
行
わ
れ
、
新
人
の
千

葉
啓
氏
が
無
投
票
で
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
陸
沿
岸
の
豊
か
な
海
と
里
山
に
抱
か

れ
た
南
三
陸
町
は
、
漁
業
や
農
林
業
を
基

幹
産
業
と
し
、
自
然
と
共
に
歩
ん
で
き
た

町
で
す
。

　
「
町
民
生
活
第
一
」を
町
政
の
基
本
に
掲

げ
、
一
次
産
業
の
再
構
築
や
地
域
経
済
の

活
性
化
、
そ
し
て
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。
人
口
減

少
が
続
く
中
に
あ
っ
て
も
、
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
復
興
で
得
た
経
験
と
人
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
互
い
に
助
け

合
い
、
支
え
合
い
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
町
を
町
民
の
皆
さ
ま
と
共
に

築
い
て
ま
い
り
ま
す
。

南
三
陸
町
長
　

　
千ち

葉ば

　
　
啓ひ
ら
く 

氏 

◉プロフィール
1966年　南三陸町
	 （旧志津川町）生まれ
1989年　旧志津川町入庁
2023年　南三陸町総務課長
2025年　南三陸町長（１期）
	 ※11月6日就任

町
村
長
選
挙



町村通信

日本遺産「みちのくGOLD浪漫」
構成文化財黄金山産金遺跡のシンボル金の鳥居

現代の金としてブランド化を
推進する金のいぶき

東大寺大仏殿に献納された涌谷町産「金のいぶき」
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❖
県
内
21
の
町
村
か
ら
お
伝
え
し
ま
す

人
口
減
少
対
策
に
重
点
を
置
い
た

今
後
の
ま
ち
づ
く
り

　

涌
谷
町
で
は
、
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の

指
針
と
な
る
第
五
次
涌
谷
町
総
合
計
画
が
令

和
７
年
度
で
終
了
と
な
り
、
次
の
10
年
間
の

た
め
、
令
和
７
年
度
中
の
完
成
を
目
指
し
、

第
六
次
涌
谷
町
総
合
計
画
の
策
定
を
進
め
て

い
ま
す
。
今
回
策
定
中
の
総
合
計
画
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
引
き
継
ぎ

な
が
ら
も
、
限
り
あ
る
財
源
を
有
効
的
に
投

じ
、
人
口
減
少
対
策
に
重
点
的
に
取
り
組
み
、

持
続
可
能
な
地
域
社
会
づ
く
り
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
涌
谷
町
が
全
国
に
誇
る「
日
本
初

の
産
金
の
歴
史
」を
は
じ
め
、「
み
ち
の
く
の

金
」に
ま
つ
わ
る
ス
ト
ー
リ
ー
が
、
文
化
庁

に
よ
っ
て
令
和
元
年
度
に
日
本
遺
産
に
認
定

さ
れ
、
令
和
７
年
度
の
再
審
査
で
は
、
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
が
認
め
ら
れ
、
重
点
支
援

地
域
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
令
和

４
年
度
に
は
石
巻
市
が
、
令
和
７
年
度
に
は

大
船
渡
市
が
追
加
認
定
さ
れ
、
構
成
市
町
に

加
わ
り
ま
し
た
。
面
的
に
広
が
る「
み
ち
の

く
の
金
」の
魅
力
を
生
か
し
な
が
ら
、
日
本

人
観
光
客
の
み
な
ら
ず
、
外
国
人
観
光
客
も

積
極
的
に
取
り
込
ん
で
い
き
、
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

共 済 事 業 ア レ コ レ

全国町村生協の共済事業について
～退職を予定されている組合員の皆様へ～

　現職の組合員の皆様が、退職にあたって、退職者組合員
に移行していただきますと、在職中にご加入いただいた共
済事業を引き続き、終身でご利用いただくことができます。

（特定疾病保険は満79歳までの加入となります。）
　また、組合員ご本人がお亡くなりになった場合、希望す
れば配偶者の方（加入要件あり）に限り契約を承継すること
もできます。

　※移行にあたっては、次の要件があります。
　１．本組合の職域に10年以上勤務し退職された方　
　２．退職時に５年以上継続して本共済事業を利用されて　　
　　　いた方

　なお、退職者組合員への移行については、退職前に団体
担当者の方を通じて「退職者組合員加入承認申請書」を提出
していただきますようお願いします。
　その後は団体を通さず、退職者組合員と組合との直接の
手続きとなります。
　
　詳しい内容は、団体担当者または下記までお問い合わせ
ください。

全国町村職員生活協同組合宮城県支部
（宮城県町村会総務・事業課）
TEL022-221-9203

町村会の予定

１１月月　　　　
　９日	 正副会長会議
14日	 行政課題研修Ⅱ
25日	 宮城県市町村職員採用試験
28日	 北海道東北六県町村会長会議
29日	 全国自治協会評議員会
	 全国町村会長会
	 都道府県町村会正副会長交流会

２２月月
　２日	 宮城県市町村非常勤消防団員補償報償組
　　　合議会
　６日	 正副会長会議
	 自治功労者表彰式
	 町村長会議
18日	 山村対策懇談会
	 全国山村振興連盟副会長会議
19日	 全国山村振興連盟理事会

宮
城
町
村
会
だ
よ
り

涌
谷
町
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５
年
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月–

２
０
２
６
年
１
月
号


